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№122（平成２８年3月1日）
お も な 内 容

旭
川
市
が
実
施
し
て
い
る
「
私
の
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」

の
一
環
と
し
て
、「
命
の
誕
生
」
に
つ
い
て
学
ぶ
授
業
を
行
い
ま
し

た
。
保
健
師
さ
ん
や
助
産
師
さ
ん
を
講
師
と
し
、
新
生
児
人
形
に

触
れ
た
り
、
産
道
ト
ン
ネ
ル
を
通
っ
た
り
す
る
体
験
を
通
し
て
、

命
の
尊
さ
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
旭
川
市
立
神
楽
岡
小
学
校
）

な
ん
で
も
学
校
教
育
が

請
け
負
う
の
か

中
川
町
教
育
委
員
会

教
育
長

山

内

茂

時
代
が
変
わ
っ
た
、
社
会
構
造
が
変
わ
っ
た

と
い
う
が
何
が
ど
う
変
わ
っ
た
の
か
を
日
常
生

活
に
お
い
て
考
え
て
み
ま
し
た
。

二
十
世
紀
後
半
の
成
長
社
会
か
ら
二
十
一
世

紀
の
成
熟
社
会
に
入
り
、
今
や
会
話
不
能
の
時

代
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
成
長
社

会
で
は
、
皆
が
同
じ
希
望
を
持
ち
、
共
に
行
動

も
し
た
時
代
で
あ
り
ま
す
。
が
、
成
熟
社
会
に

な
る
と
各
々
の
家
族
の
そ
れ
ぞ
れ
が
行
動
す
る

時
代
に
な
り
、
父
は
テ
レ
ビ
観
戦
、
母
は
別
の

テ
レ
ビ
で
教
育
番
組
、
子
ど
も
は
パ
ソ
コ
ン
で

サ
ッ
カ
ー
、
も
う
一
人
の
子
ど
も
は
携
帯
で
ゲ

ー
ム
を
楽
し
ん
で
過
ご
し
て
い
る
。
ま
た
、
家

族
の
食
事
も
個
々
の
好
み
と
食
事
時
間
に
よ

り
、
コ
ン
ビ
ニ
弁
当
や
好
き
な
時
に
バ
ラ
バ
ラ

に
食
べ
る
と
い
う
「
人
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
」
の

流
れ
の
中
で
保
護
者
も
子
ど
も
も
日
常
生
活
を

送
っ
て
い
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

私
は
、
こ
の
現
状
に
思
い
を
巡
ら
す
と
学
校

教
育
だ
け
で
、
子
ど
も
に
何
を
教
え
る
こ
と
が

で
き
る
の
だ
ろ
う
か
と
気
掛
か
り
で
す
。
子
ど

も
が
「
み
ん
な
い
っ
し
ょ
に
」
の
学
校
文
化
圏

と
「
そ
れ
ぞ
れ
が
」
の
家
庭
文
化
圏
の
狭
間
を

行
き
来
し
な
が
ら
も
こ
の
現
状
を
理
解
し
、
人

間
形
成
に
う
ま
く
繋
が
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と

願
う
も
の
で
す
。

平
成
二
十
五
年
度
教
育
に
関
す
る
保
護
者
の

意
識
調
査
書
（
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
）
の

中
で
、「
あ
な
た
は
子
ど
も
に
ど
の
よ
う
な
力

を
つ
け
さ
せ
た
い
で
す
か
」の
設
問
に
対
し
て
、

「
子
ど
も
に
は
、
自
ら
を
律
す
る
心
が
育
っ
て

欲
し
い
」
と
の
回
答
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
つ

ま
り
保
護
者
は
、
未
来
を
生
き
る
子
ど
も
に
は

「
生
き
る
力
」
を
培
っ
て
欲
し
い
、
そ
れ
を
支
え

る
「
自
律
心
」
が
育
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
考
え
の
一
つ
と
し
て
、

家
庭
は
教
育
の
原
点
で
あ
り
出
発
点
で
も
あ
り

ま
す
。
基
本
的
な
生
活
習
慣
、
豊
か
な
心
、
思

い
や
り
、
倫
理
、
マ
ナ
ー
な
ど
は
、
家
庭
内
で

の
心
と
心
の
ふ
れ
あ
い
か
ら
身
に
つ
い
て
い
く

こ
と
が
望
ま
し
い
姿
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
教
育
基
本
法
に
「
父
母
そ
の
他
の
保
護
者

は
、
子
ど
も
の
教
育
に
つ
い
て
第
一
義
的
責
任

を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
生
活
の
た
め
に
必

要
な
習
慣
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
と
と
も
に
、
自

立
心
を
育
成
し
、
心
身
の
調
和
の
と
れ
た
発
達

を
図
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。」
と
あ
り
ま

す
が
、
現
今
は
こ
の
取
組
が
弱
く
な
っ
て
き
て

い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
学
校
に
は
子
ど
も
が

い
る
の
で
、
そ
の
取
組
を
学
校
教
育
に
す
べ
て

請
け
負
っ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
と
い
う
の
で
は

な
く
、
人
に
関
わ
る
機
関
が
「
大
人
も
子
ど
も

も
健
全
な
人
に
な
ろ
う
」
と
呼
び
か
け
を
し
て

い
く
こ
と
が
オ
ー
ル
北
海
道
で
目
指
す
子
ど
も

健
全
育
成
だ
ろ
う
と
思
う
と
こ
ろ
で
す
。
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月
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研
修
事
業
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大
会
議
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日

冬
季
拡
大
研
究
室
会
議

１２
月

日

セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会

１２

１７
月

日
～
１
月
８
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１２

２５

研
究
室
冬
季
集
中
研

１
月
５
日

冬
季
合
同
所
員
研
修
会

１
月

日

セ
ン
タ
ー
組
合
教
育
委
員
会
会
議

２６

２
月
４
日

セ
ン
タ
ー
研
究
発
表
会

２
月

日

セ
ン
タ
ー
組
合
議
会
定
例
会

１２

３
月
１
日

セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
第

号
発
行

１２２

３
月

日

平
成

年
度
研
究
紀
要
第

号
発
行

３１

２７

４１

４
月
１
日

平
成

年
度
研
修
講
座
開
催
要
項
発
行

２８

セ

ン

タ

ー

日

誌

本
校
で
は
防
災
教
育
の
一
環
と
し
て
、
警
察
・
消
防
・

役
場
・
委
員
会
等
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
「
避
難
所

受
入
訓
練
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
避
難
所
の
一

つ
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
本
校
に
、
地
域
の
皆
様
方
が

避
難
し
て
き
た
時
を
想
定
し
て
、
受
付
や
体
育
館
へ
の
誘

導
な
ど
受
入
対
応
を
実
際
に
訓
練
と
し
て
行
っ
て
い
る
も

の
で
す
。
避
難
後
は
、
生
徒
が
準
備
し
た
お
に
ぎ
り
と
備

蓄
さ
れ
て
い
る
非
常
食
の
試
食
体
験
、
避
難
所
生
活
に
お

け
る
ス
ト
レ
ス
対
処
法
の
学
習
な
ど
、
大
変
有
意
義
な
時

間
と
な
り
ま
し
た
。

（
中
川
町
立
中
川
中
学
校
）
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研

修

講

座

寸

描

講講
座
の
様
子
か

講
座
の
様
子
か
らら

午
前
中
は
、
国
際
理
解
教
育
の
ね
ら
い
や
現

状
に
つ
い
て
丁
寧
に
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
午
後
か
ら
は
、
日
本
文
化
の
よ
さ
を
広

げ
た
り
深
め
た
り
で
き
る
、
す
ば
ら
し
い
授
業

を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
変
有
意
義
な

一
日
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

（
旭
川
市
立
神
楽
中
学
校

瀧

繁
之
）

今
回
の
研
修
は
、
歌
唱
や
合
唱
で
の
音

楽
づ
く
り
の
指
導
法
に
つ
い
て
、
と
て
も

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
や
は
り
、
他
校
の
先
生

方
の
取
組
や
実
践
を
生
で
見
せ
て
い
た
だ
け
る

機
会
と
い
う
の
は
と
て
も
有
意
義
な
時
間
な
の

で
、
今
後
と
も
ぜ
ひ
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
で
す
。

（
富
良
野
市
立
布
部
小
学
校

金
子
健
太
郎
）

杉
江

光

北
海
道
教
育
大
学

旭
川
校

教
授

鈴
木
由
美
子
（
愛
宕
小

教
頭
）

横
山

淳
子
（
大
町
小

教
諭
）

＝
講

師
＝

３０ 音楽科実技 １０/１４

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
原
因
や
症
状
、
ア
ナ
フ

ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
時
の
エ
ピ
ペ
ン
の
使
い

方
等
、
幅
広
い
内
容
で
充
実
し
た
研
修
と
な
り

ま
し
た
。
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
児
童
へ

の
保
健
指
導
や
保
護
者
と
の
密
な
連
携
、
学
校

全
体
で
の
体
制
づ
く
り
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。

（
幌
加
内
町
立
朱
鞠
内
小
学
校

鷹
木

優
希
）

１８ 生活科・総合的な学習の時間 ８/５・１０/１５

３１ 保健安全指導 １０/１５

生
活
科
・
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
お

い
て
地
域
と
関
わ
る
単
元
の
構
築
が
重

要
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
地
域

素
材
や
人
材
の
発
掘
と
そ
の
有
効
な
活

用
方
法
な
ど
、
研
究
協
議
で
も
意
見
交
流

が
活
発
に
行
わ
れ
、
大
変
有
意
義
な
研
修

講
座
で
し
た
。

（
旭
川
市
立
末
広
北
小
学
校

佐
藤
亜
由
美
）

真
坂

和
義
（
旭
川
第
一
小

教
頭
）

山
口

貴
大
（
美
瑛
東
小

教
諭
）

木
村

伸
一
（
朝
日
小

教
諭
）

＝
講

師
＝

岸
本

希
（
神
楽
中

養
護
教
諭
）

窪
田

泉
（
神
楽
小

教
諭
）

＝
講

師
＝

鈴
木

康
弘
（
豊
岡
小

教
頭
）

元
島
由
香
利
（
陵
雲
小

教
諭
）

小
川

雄
平
（
東
光
小

教
諭
）

山
邉
慎
太
郎
（
東
陽
中

教
諭
）

＝
講

師
＝

２９ 国際理解教育 １０/１３
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有
害
情
報
や
い
じ
め
等
か
ら
子
ど
も
た
ち
を

守
る
に
は
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
が
連
携
し
、

一
丸
と
な
っ
て
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

痛
感
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
機
会
を
く
だ
さ

っ
た
講
師
の
皆
様
、
研
修
セ
ン
タ
ー
の
皆
様
、

そ
し
て
参
加
者
の
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

（
旭
川
市
立
旭
川
第
五
小
学
校

近
石

覚
）

新
年
の
幕
開
け
に
ふ
さ
わ
し
い
静
謐

さ
の
中
で
の
講
座
で
し
た
。
小
嶋
校
長

先
生
の
「
子
ど
も
た
ち
が
こ
う
い
う
明
る

い
気
持
ち
で
書
に
向
か
え
る
よ
う
に
す

る
こ
と
が
大
切
」
と
い
う
言
葉
を
、
受
講

者
全
員
で
実
感
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
教

室
で
実
践
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
旭
川
市
立
中
央
中
学
校

成
田
麻
友
子
）

３４ 書に親しもう １/６

講
師
の
山
岸
先
生
か
ら
手
順
や
留
意
点
を

丁
寧
に
教
え
て
い
た
だ
き
、
花
や
風
景
、
持
参

し
た
写
真
等
の
図
案
で
切
り
絵
を
楽
し
み
ま

し
た
。
細
か
く
難
し
い
部
分
も
あ
り
ま
し
た

が
、
完
成
品
を
色
画
用
紙
の
台
紙
に
置
く
と
雰

囲
気
も
変
わ
り
、
趣
深
い
作
品
に
仕
上
が
り
ま

し
た
。

（
旭
川
市
立
江
丹
別
中
学
校

對
馬

真
弓
）

諏
訪

清
隆

日
本
赤
十
字
社
旭
川
赤
十
字
病
院

小
児
科
部
長

医
学
博
士

石
田

貴
宏

上
川
教
育
局
教
育
支
援
課

社
会
教
育
指
導
班

主
査

三
野
宮
誠
一
（
中
川
町
立
中
央
小

教
頭

）

管
野

航

上
富
良
野
町
教
育
委
員
会

教
育
振
興
課
社
会
教
育
班

主
事

＝
講

師
＝

小
嶋

康
博
（
愛
宕
中

校
長
）

＝
講

師
＝

山
岸

和
子
（
広
陵
中

教
諭
）

＝
講

師
＝

出

前

講

座

【
講
師：

南
山

夕
子（
嵐
山
小

教
頭
）】

本
校
で
取
り
組
ん
で
い
る
全
校
合
唱
の

曲
を
も
と
に
し
な
が
ら
、
授
業
に
近
い
形

で
御
指
導
い
た
だ
き
、
児
童
の
目
線
で
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
児
童
の
歌
い
た

い
気
持
ち
を
高
め
、
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ

で
指
導
し
て
い
く
大
切
さ
を
実
感
で
き
る

講
座
で
し
た
。

（
和
寒
町
立
和
寒
小
学
校

福
井

宏
佳
）

【
講
師：

清
水

忠
明（
日
章
小

教
諭
）】

外
国
語
活
動
は
、
英
語
を
通
し
て
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
力
を
高
め
る
こ
と

が
大
切
だ
と
確
認
で
き
ま
し
た
。
音
声
や

表
現
に
慣
れ
親
し
ま
せ
な
が
ら
、
友
の
よ

さ
を
認
め
、
よ
り
良
い
人
間
関
係
を
つ
く

る
こ
と
が
授
業
の
充
実
に
つ
な
が
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

（
旭
川
市
立
青
雲
小
学
校

相
木

千
明
）

和寒小学校「音楽科実技」１０/１５青雲小学校「小学校外国語活動」１２/１６

３５ 絵に親しもう １/６

２８ 学校・家庭・地域の連携（社会教育）１０/８
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学
力
向
上
に
関
す
る
取
組
、
学
習
評
価

の
意
義
等
、
日
々
の
教
育
活
動
に
役
立
つ

大
変
有
意
義
な
も
の
で
し
た
。
特
に
、
指

導
目
標
を
明
確
に
し
、
目
標
を
実
現
し
た
生
徒

の
姿
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
す
る
大
切
さ
を
学

び
ま
し
た
。
貴
重
な
御
指
導
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

（
美
深
町
立
仁
宇
布
中
学
校

津
田

庸
介
）

潟
沼

史
朗

北
海
道
立
教
育
研
究
所

企
画
・
研
修
部

研
究
研
修
主
事

小
林

成
人

北
海
道
立
教
育
研
究
所

企
画
・
研
修
部

研
究
研
修
主
事

＝
講

師
＝

３２ ミニ道研Ａ １０/２９

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
ス
パ
ン
的
に
計
画
す
る
こ

と
、
い
じ
め
の
対
応
方
法
な
ど
、
今
後
の
学
校

生
活
に
役
立
つ
大
変
有
意
義
な
内
容
で
し
た
。

ま
た
、
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
通
し

て
、
ほ
め
る
こ
と
と
叱
る
こ
と
の
大
切
さ
を
改

め
て
学
び
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。（
名
寄
市
立
名
寄
中
学
校

西
森

心
哉
）

３３ ミニ道研Ｂ １０/３０

土
屋

靖
雅

北
海
道
立
教
育
研
究
所

研
究
・
相
談
部

主
査

黒
宮

茂
樹

北
海
道
立
教
育
研
究
所

研
究
・
相
談
部

研
究
研
修
主
事

西
道

希

北
海
道
立
教
育
研
究
所

研
究
・
相
談
部

研
究
研
修
主
事

＝
講

師
＝
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平成２８年度 上川教育研修センター研修講座開催一覧（予定）

～正式な日程は，４月にお届けする「研修講座開催要項」で御確認ください。～

授業研修内容の概要（上段：講座名 下段：平成２８年度の重点テーマ）期日講座名番号
一人一人を大切にし，「いじめ・不登校」を未然に防ぐ指導
「『いじめ・不登校』の予防と対策の在り方」５/１０いじめ・不登校１

小・中個別の教育ニーズに応える多様な指導の充実を図る特別支援教育
「障がいの特性に応じた指導の充実と校内支援の在り方」（②で授業研究）

５/１１ ①
６/１０ ②特別支援教育２

小・中児童生徒一人一人が自己実現を実感できる学級経営
「児童生徒相互の望ましい人間関係を育てる学級経営」（②で授業研究）

５/１２ ①
１０/１１ ②学級経営３

変化の激しい時代に対応した学校経営（学校経営Ⅰ）※採用２年目以降の校長が対象
「新時代を切り拓く創意ある学校経営の在り方」６/８学校経営Ⅰ４

確かなリーダーシップを発揮する学校経営（学校経営Ⅱ） ※昇任２年目以降の教頭が対象
「スクールリーダーとしての教頭の在り方」６/９学校経営Ⅱ５

小児童生徒の主体的，意欲的な「読書活動」の推進
「読書活動の充実を図る指導の工夫・改善」（授業研究あり）６/１０読書活動６

中日常に生きて働く書写力を育てる書写実技
「児童生徒の主体的な学習を喚起する指導と評価」（授業研究あり）６/２１書写実技７

小積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育む小学校外国語活動
「小学校外国語活動の指導計画の作成と授業研究」（授業研究あり）７/１小学校外国語活動８

小主体的・創造的に学び，生きる力を育む複式教育
「地域に根ざした体験活動を通して豊かな心を育む指導」（授業研究あり）７/４複式教育９

小・中言語活動の充実を図る国語科指導
「言語活動の充実を図る国語科指導の工夫・改善（「書くこと」における指導）」（②で授業研究）

７/２６ ①
９/６ ②国語科指導１０

小学校への滑らかな接続を目指す幼小連携教育
「連携・交流活動と学びの連続性」７/２６幼小連携教育１１

小・中考える楽しさと学びの深まりを実感できる算数・数学科指導
「算数・数学的活動の楽しさや数理的な処理のよさに気付く授業の在り方」（②で授業研究）

７/２７ ①
８/３１ ②算数・数学科指導１２

小・中コミュニケーション能力の基礎を養う外国語科（英語）指導
「『聞くこと』・『話すこと』の指導と評価」（②で授業研究）

７/２７ ①
９/１ ②外国語科（英語）指導１３

小・中道徳的実践力を育成する道徳教育
「体験活動を生かした授業について」（②で授業研究）

７/２８ ①
８/３０ ②道徳教育１４

教育活動の円滑化を図る学校事務実務
「学校事務における今日的課題～教育予算における現状と今後の課題」８/１～２学校事務実務１５

小・中科学的な思考力・表現力を育てる理科指導
「『生命』領域の科学的な見方や考え方の育成」（②で授業研究）

８/２ ①
８/３０ ②理科指導１６

今日的な教育課題の解決を図る学校力向上対策
「小中の円滑な接続を目指す教育の在り方」８/３学校力向上対策１７

小・中児童生徒の自己指導能力の育成を目指す生徒指導
「組織として主体的に対応する生徒指導の推進の在り方」（②で授業研究）

８/３ ①
９/７ ②生徒指導１８

小・中社会的な見方や考え方を養う社会科指導
「社会的事象について多面的・多角的に追究，解決を図る指導（体験・見学・調査活動）」（②で授業研究）

８/４ ①
１０/７ ②社会科指導１９

小・中体験と表現が連動する生活科・共同して探究する総合的な学習の時間
「『生活科』及び『総合的な学習の時間』の充実を求めて（福祉・ボランティア）」（②で授業研究）

８/４ ①
１０/１２ ②生活科・総合的な学習の時間２０

講師：天笠 茂氏（千葉大学教育学部 教授）
演題：「学ぶ教師 成長する学校～教育改革を展望しつつ～」８/９教育講演会２１

中授業改善に生かすICT活用
「ICTを効果的に活用した学習指導の在り方～各種機器の基礎的な活用方法」（②で授業研究）８/２４ICT活用２２

小生活をよりよく工夫しようとする実践的な態度を育てる技術・家庭科実技
「日常の食事と調理の基礎」（授業研究あり）８/２４技術・家庭科実技２３

中望ましい人間関係とよりよい生活を築く学級活動
「中学校における学級活動の指導の充実」（授業研究あり）８/２５学級活動２４

小年度の重点目標の具現化を目指す校内研修
「協働的な校内研修体制の構築」（授業研究あり）９/７校内研修２５

中運動に親しむ基礎を培い，体力の向上を図る体育科実技
「体つくり運動，ダンス」（授業研究あり）９/２８体育科実技２６

小感性を働かせながら，豊かな情操を養う図工・美術科実技
「基礎的な能力を伸ばし，豊かな情操を養う学習指導（造形遊び）」（授業研究あり）１０/５図工・美術科実技２７

子どもたちの生きる力を育むための学校・家庭・地域の連携
「子どもや保護者との円滑なコミュニケーションの取り方（家庭教育支援）」１０/６学校・家庭・地域の連携２８

中国際社会で主体的に生きていくための資質や能力を育てる国際理解教育
「国際理解教育の実践の工夫（教科・領域における指導）」（授業研究あり）１０/１１国際理解教育２９

中感性を豊かに働かせて表現する音楽科実技
「器楽の基礎的な指導法と指揮法」（授業研究あり）１０/１２音楽科実技３０

中生命尊重と，豊かな心を育む保健安全指導
「学校における安全・防災に関する指導の在り方」（授業研究あり）１０/１４保健安全指導３１

北海道立教育研究所によるコース別研修
○現在，内容等調整中 詳細は４月配布の開催要項を御覧ください１０/２７ミニ道研A３２

北海道立教育研究所によるコース別研修
○現在，内容等調整中 詳細は４月配布の開催要項を御覧ください１０/２８ミニ道研B３３

自分なりの表現で書に親しむ文化講座
「心に残る言葉を題材にした小作品づくり」（午前 半日日程）１/１０書に親しもう３４

自分なりの表現で絵に親しむ文化講座
「モダンテクニックを使って心を伝える作品制作」（午後 半日日程）１/１０絵に親しもう３５

「学び合いで確かな学力を育てる学習指導の在り方」に関する第１６次３か年計画の２年
次の研究を発表～センター研究員の実践，研究協力校の実践～２/７センター研究発表会３６

成績や会計をはじめ，さまざまな校務に応じた表計算ソフトの基本的な操作について（初心者向け）７/７，１１/４１校務のための表計算入門
Ａ

パ
ソ
コ
ン
実
技

日常で使用しているデータなどで困っていることを個別に解決する講座（初心者向け）８/１２校務のための表計算入門/個別課題解決
成績や会計をはじめさまざまな校務に応じた表計算ソフトの便利な活用について（中級者向け）８/５，１１/１１１校務のための表計算活用

Ｂ
日常で使用しているデータなどで困っていることを個別に解決する講座（中級者向け）１/１１２校務のための表計算活用/個別課題解決
ホームページビルダーを使用した学校Ｗｅｂサイトの作成の仕方や画像処理について７/１２学校Ｗｅｂサイト作成とＷｅｂ用画像処理Ｃ
授業や各種発表会で効果的に活用するプレゼンテーションソフトの活用について８/２９学校で役立つプレゼンテーションＤ
LoiLoScope２による動画編集とその機能や効果を生かすための画像処理について１２/２７学校で役立つ動画処理と動画のための画像処理Ｅ
タブレットＰＣの基本的な操作や，授業での活用方法・役立つアプリの紹介について６/１３，８/２，１/１２学校で役立つタブレットＰＣ入門Ｆ
タブレットＰＣを授業や校務で効果的・効率的に活用する方法について８/８，１/１３学校で役立つタブレットＰＣ活用Ｇ



（9）
上川教育研修センターだより

ギャラリー闡（せん）を

御利用ください

展示・展覧スペースとして御活用いただけま

す。申込みはセンター事務室にて受け付けてお

ります。

「書に親しもう」・「絵に親しもう」講座

受講者作品展示 １月２０日～２月２９日

愛宕中学校美術部作品展示

１月２６日～２月２９日

ɜ ɜɜ 平成28年度の講座開設の工夫ɜ ɜ ɜ

（１）第１５次推進計画の基本方針に添い，教職生活全般を通じた教職員等の資質能力の総合的な向

上を目指す講座運営をする。

（２）教育経営研修では，教職生活の各段階で求められる専門性の基盤となる資質能力の充実を目

指す講座を開設する。

（３）教育指導研修のうち，「幼小連携教育」講座では，小学校との滑らかな接続を図り，学びの連

続性を重視する。

（４）教育課題研修では，多くの今日的教育課題に対応するため，年度ごとに課題を設定する「学校

力向上対策」講座を継続し，２年次は，「小中の円滑な接続を目指す教育の在り方」をテーマ

とする。「教育講演会」は，今日的教育課題解決を目指し，夏季休業中に開設する。

（５）教科等指導研修では，小中間の連携を図るため，各校種合同で理論研修を行うとともに小中そ

れぞれの授業研修を行う。また，「学校・家庭・地域の連携」講座では，家庭教育支援を重点

化する。

（６）教科実技研修では，研究授業を重視する。また，「ＩＣＴ活用」講座の充実を図る。

（７）パソコン実技研修では，「タブレットＰＣ講座」を入門と活用に分けて開設するとともに，個

別課題解決など受講者のニーズに応えられる講座を開設し，複数講師による少人数指導で対

応する。なお，「Ｗｅｂサイト作成と画像処理」講座のうち，ＨＰビルダーのみ開設し，ＣＭＳ

は中止とする。

（８）北海道立教育研究所と連携し，「ミニ道研」を開催する。

（９）期限付教員の指導力向上のため，各講座への積極的参加を勧める。

（１０）講座開設情報は，開催要項に加え，「センターだより」，Ｗｅｂサイト，電子メールによる講座

案内等により広く提供する。

（１１）講座運営に関する各種資料，関係図書の利便性を図れる資料室の充実に努める。

資料を御活用ください

平成２７年度は研修センター講座を３６講座実

施しました。廊下には，講座の様子を掲示して

います。また，センター事務室・１Ｆ第２研修

室，３Ｆ図書室には，書籍のほかに講座で使用

された講義・提言資料に加え，学習指導案も保

管しています。どうぞお気軽に足を運び，御活

用ください。

また，当センターＷｅｂサイトでは，資料室に

所蔵されている様々な文献のデータベースファ

イルを掲載しています。どうぞ御覧ください。
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※
こ
の
用
紙
は
再
生
紙
（
古
紙

％
）
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

７０

貸室使用料（一般） （教職員等「承認団体」が研修等で利用する場合は，下記金額の半額）

夜間（１８～２１時）午後（１３～１７時）午前（９～１２時）室 名

４,３２０円３,０２０円２,７００円講 堂

２,１６０円１,５１０円１,３５０円講堂Ａ・Ｂ

１,８３０円１,２９０円１,０８０円研修室／会議室

８６０円６４０円５４０円和 室

☆夏季は冷房料，冬季は暖房料が加算されます。
（研修センター事務室にお問い合わせください。）

夜間（１８～２１時）午後（１３～１７時）午前（９～１２時）室 名

１,６２０円１,２９０円１,０８０円講 堂

８１０円６５０円５４０円講堂Ａ・Ｂ

８６０円６４０円５４０円研修室／会議室

３２０円３２０円３２０円和 室

研修センターの貸室を御利用ください


